
 

 

12
月
6
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

か
ら
、
豊
平
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

平
成
29
年
度
防
災
部
会
（
渡
辺
英
雄

（
わ
た
な
べ
・
ひ
で
お
）
部
会
長
）

が
豊
平
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
町
内
会
の
役
員
や
区
内
の
防
災

団
体
の
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参
加

し
た
。 

渡
辺
部
会
長
の
着
任
の
挨
拶
に
続

き
、
小
林
市
民
部
長
よ
り
「
地
震
、

台
風
、
大
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被

害
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
地
域
で
の
減
災
の
取
り
組
み
が

大
変
重
要
。
こ
の
会
議
が
減
災
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
防
災
部

会
が
開
会
し
た
。 

「
平
成
29
年
度
防
災
部
会
」

を
開
催
！ 

災害発生時の地域での支え合い～要配慮者の避難支援～（要旨） 
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高齢者や障がいをお持ちの方、妊産婦など状況によ

って手助けが必要となる方など災害時に自力で避難す

ることが困難な方（要配慮者）を手助けする仕組みを、

町内会など地域ぐるみで整えることを「要配慮者避難

支援」といい、札幌市では平成 20 年度からこの取組

を行う地域へ、体制づくりに関する情報提供などを行

っている。 
渡辺英雄部会長 

「アップルスマイル」は 
「おもてなしの街・豊平」を 
表すロゴマーク。 

１．要配慮者避難支援とは 

合
い
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

た
。
机
上
だ
け
で
な
く
、
色
々
な

研
修
を
重
ね
る
こ
と
が
効
果
的

だ
と
思
う
の
で
、
豊
平
区
に
は
引

き
続
き
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。 

（
平
岸
地
区
） 

H

U

G

を
実

施
し
た
が
、
参
加

者
一
人
一
人
が
活

発
に
意
見
を
出
し

合 

者
が
少
な
か
っ
た
。
検
討
の
結

果
、
来
年
度
は
３
地
区
に
分
割

し
、
D

I

G
だ
け
で
は
な
く
H

U

G

ま
で
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。（
月
寒
地
区
） 

月
寒
地
区
で
は

町
連
と
し
て
初
め

て
D

I

G

を
実

施
し
た
が
、
参
加 

材
は
地
震
や
火
災
な
ど
の
各
種

災
害
に
対
応
す
る
も
の
も
入
っ

て
お
り
、
水
害
以
外
の
災
害
に
対

し
て
も
防
災
意
識
が
向
上
し
た
。 

（
中
の
島
地
区
） 中

の
島
は
地
理

的
に
水
害
を
想
定

し
て
い
る
人
が
多

い
が
、
防
災
資
機 

地区防災研修会開催支援事業 

避難所運営ゲーム（HUG） 

避難所の見取り図やカードを使

用し、災害時の避難所内で起こる

様々な出来事を模擬体験すること

で、参加者同士で避難所運営方法

についての議論を進めていく。 

 

簡易型災害図上訓練（DIG） 

参加者が大きな 1 枚の地図を囲

み、大規模災害の発生を想像しな

がら危険箇所・避難経路などをそ

れぞれが書き加え、議論を深めて

いく。 

２．要配慮者避難支援の進め方 

 
①きっかけづくり・機運づくり 

 
②支援母体を決めよう 

 
③支援プランの作成 

 
④要配慮者・支援者の募集 

 
⑤要配慮者・支援者のマッチング 

まち歩きの実施、防災訓練への参加、防災マップづくりなどを「きっ

かけ」に、実際に災害が発生したらどうするか、どのように避難するか、

避難時の近所での支え合いはどうするかを話し合う。 

次に、市民防災センター等の見学や、先進的な事例の視察など、要配

慮者避難支援の機運を高める取組へつないでいく。 

単位町内会をはじめとした既存組織を活用し、その支援母体に民生委

員や高齢者団体、ボランティア団体など、多くの組織・団体・人に参加

してもらい、必要な情報を持ち寄る。 

支 援 体 制…要配慮者に対し、何名で支援をするかなど 

支 援 内 容…どのような支援を行うか 

情報収集方法…要配慮者の情報をどのように収集するか 

個人情報の取扱い…収集した情報の保管方法や更新時期など 

要配慮者については、手上げ方式（要配慮者本人からの申し出）と同

意方式（支援母体などから直接本人に働きかけ）の併用が望ましい。 

要支援者は、要配慮者１人に対して複数確保することが望ましい。 

要配慮者自身が直接お願いするのは難しい場合が多く、支援母体が間

に入って調整しながら進めるのが有効。 

なるべく近くに住む方同士を組み合わせるのが望ましいが、要配慮者

の状況も考慮しながらマッチングし、組み合わせ台帳を作成する。 

３．避難行動要支援者名簿について 

要配慮者の中でも災害時の避難に特に支

援を必要とする方たちの名簿の作成が市町

村の義務となった。この名簿の情報は、本

人の同意を得られれば、町内会等の地域団

体に提供することができる。 
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部会の様子 

最
初
に
区
役
所
保
健
福
祉
部
か

ら
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
要
配
慮

者
避
難
支
援
の
取
り
組
み
な
ど
、
地

域
で
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
今

年
の
夏
に
3
つ
の
小
学
校
で
開
催
さ

れ
た
防
災
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ

ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
の
様

子
や
、
8
月
に
実
施
さ
れ
た
豊
平
区

防
災
訓
練
及
び
10
月
の
防
災
研
修
会

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
各
地
区
に
お
け
る
防
災
事

業
の
報
告
が
あ
り
、
平
岸
地
区
か
ら

は
「
机
上
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
研

修
を
重
ね
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思

う
の
で
、
豊
平
区
に
は
引
き
続
き
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
閉
会
し
た
。 


